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新等ご富細

往マカツサル日本国総領事館

縄領事代理　竹森韓則

後藤総籠事は、正月まで休醇で日本に滞空中のため、代打ってこ挨拶申し上げ

ます。北スうり＝シ坤こ駄昨年は総領事はじめ各館員が皆訪問させていただき、

在住の在留邦人の皆癌にはお芭矧こなりました。今後と笥よろしくお凱1申し上

げます。Ｖ

2008年は、1958年に「日本とインドネシア如帽との闇の車和条約」

が発効し、日本とインドネシアとの間に外交関顔が周骨れましてがら、50年目

を迎えます卓この間、両国は、経済のみならず、教密・文化・人餌交流など幅広

い分野で友好・協力関係を築き上げてきました。

2006年11月、ユドヨノ大統領が日本を訪問された際、両国首脳による共

同声明†．平和で繁栄する未来へ向けての戦略白勺パートナー・シップ上が等名されま

しだ。その共同声明の中で、国交陶立50周年を週えるに当たり、2008年を

「日本・インドネシア友好年Ｊとして、嶺々な記念行事を巽施し交流を深めるこ

とが合意されました。両室は、この節白となる機品に、両国国民の交流と世代を

超えた相互理解を深化させることを日陸として、経演、観音、文化・革の僧女流

の各分野での記念行事壷通じ交廃を薗ることになっています。「日本・インドネ

シア友好年」を通して、両国が友好・協力関係を垂に発展させ、その関係が世代

から世代へと継続していくこと菅触っております。

勘領事　怨憎晶子

総領事館で広報文化と穫潮協力を穏当レている松増です。昨年3月の巡闇医師

団同行、6月の後藤総領華北スラウニシ州公式訪問同行の際には、在留邦人の皆

様に大変布世話になりましたａ　また、今年2月に、磁回医許蟹の皆さんと伺う予

窺ですので、宜しくお裏いします。

副領事　川崎由美

皆様、はじめまして。・10月に在マカッサル総．領夢館に毒任しました川崎酋長

と申します。インド不シアは勿論のこと、東南アジアに足を踏み入れるのは書画

が初めてですので、何もかもが新鮮な毎日です。微力ながら何が恕棟にお役に立

てるようなことがあれば頑張りたいと脅えており蒸す刀で、どうぞ宜しくお願い

主食します雪嶺後になり詠〔′たが、2Ｕｎ8年も皆様にとり藷して刺青らしい疎で

めりますようお祈り車レエ；プ威す。

ユ



日本国に於ける入庭番盤手続きについて

在マカツサル日本国総領草館

ノ佐尊槌音

盾任して2年串が過ぎました。この陶、北スラウてシ州の在留野人の皆様に

は、領事業務で色々とご迷惑をお掛けしましたと共にご協力賜り本削こありが

ようございます．

今後もご迷惑等、お掛けするとは思いますが、宜一しくお魔い申し上げます。

我が国に於ける新しい入国審査について、以下のとお少お知らせ申’し上げま

す．

0新しい入国蕃蛮尊窮酎こついて

1．2006年5月24鋸こ出入国管理及び姫具諒嘗娃わ一部を改正する法律

が公布されましたⅠその中でテロの未然防止のための俄定の整備が行われ、そ

の一発として、且旦07年11月

下の免療者を除0　日本人

20日から、日 杢駐養魚重畳生鼠ム琶車上（款
読み取り及逆直写某の撮影が義務づ

法られました。この指紋読み取り及び薗写真簸影を綾香した場合は、日本への

入国は許可されず、日本からの退去を命せられる鹿が－ぁソます、、
2、免除者

（1）特別永住者

（2）16歳未満の背

く3）ｒ外交」又は「公職の在留葺櫓に該当する活動を行おうとする者

（4）ｒ聾の行政機牌の長が輔碑する者

（5）上記「（3工二叉は丁（4）」に準ずる者とＬ・・で統癖省令で定やる者

3．お問い合わせ先

法務省入国管理局総務袈

住所：干100－－8977、東京都千億田区霞が閑1－上－1
喧爵こ03－358〔「－4111

ホームぺけジ：些剋／／・柵．祐0 ⊥藁Ｌ迎∠二

以　上

ＴＣｔＴ占Ｌ Ｐ．∂「



北スラウェシ日本人会の皆様

新年のご挨拶

平成20年1月

過日、御地訪問の折は、いろＩ、ろとご配慮を戴き誠に有難く心より厚く御礼

申し上げます。昨年をもちまして、正式の慰霊祭は終了とさせていただきまし

たか、小生体力の続く限りマネンボネンボにはお参りを続けるつもりですり

皆様には今後一一段とお世話に相成るかと存じますが、何卒この岡に眠る英霊

のために宜しく、宜しくお願い申し上げます。

ご－同様お揃いで、良き新年をお迎え下さいますようお祈り申し上げます。

早々

マネンボネンボ慰霊碑賛任者

海軍第14期飛行専修予備学生　元山戦闘機隊代表

呉水交会会長

広島戦没者慰電祭委員会会長

大之木英雄



1．　マネンポネンポの

海吊第14期飛行朝修予備骨！1∴元両戦闘機隊は、1987年10月迫」⊥、インドネシ

ア国北スラウエシ州、ピトン市城マネンポネンポのタンジュン・メラという場所

に慰霊碑を建立した。

元山戦闘機隊（以下、元山磐と略称）は、克唆軟同期特攻峨死者33名、並びに

14期同期生戦死者、更には大東肘戦争の戦死者を購う為、同州こ於いては昭和30

年代、第14期会として、高野山に“ああｌ司期の櫻”の塔を建立して、毎年慰霊祭を

行い、海外に於いては、各戦跡地に於いて1979年以来、台湾（ガランピ）、シンガ

ポール、インドネシア、マレーシア（コタバル）、タイ、地中海マルタ（第一次大戦）

等に於いて、慰霊祭を挙行していたが、その一円として」二記の如く、マネンボネン

ポに慰霊碑を建立したものである。

（平成】4年8月20日摩生労働省社会掩護局拙．1．鍋ｉ参考）

1987年10月15日、除幕式並び第1回慰霊祭に：ま、元は健より40名参加し、貸

切バス2台に分乗し、インドネシア国軍司令官ムノーノダニ陸叩大将の指示によって派

遣された警察署長他、2台の警官先導により恵知湯やとマネンボネンボ村に乗込み、

マルク海から遇かパルマへう、ニューギニアノ用を錘み乍ら、盛大な鵬祭を孝行

した。

あの日から茫々二十年

毎年欠かさず慰霊祭を現地に於いて行い、この期、

ィ．1992年1月11「1には、落下傘降下50周年に当り、落下傘部隊の年存

者、兵学校78期有志と元山空19名の合計108名が、碑前に於いて慰霊

祭を行った。（之によって旧帝国海軍の正式認知となった。）

ロ．1998年4月22日には、 当慰霊祭は元山空のみならず、第14期会全体

の公式行事として認定され、14期会本部より寺尾哲男君、林達雄君、藤

井繁君、他多数の参加を得、総員40名を以て、海軍第14期会として慰

霊祭を行った。

ハ．2003年7月姐且には、日本揮肋士Ｉとｌ袖隊練習艦隊（司令脅杉本海将

補）と合同慰霊祭を挙行。元山空は27名、練習艦隊からは杉本司令官以

下80名が、純白の夏の盛装で参加され儀杖隊の弔銃発射の中、末曾有の

盛大な慰霊祭が行われた。



海軍軍楽隊の伝統を引継ぐ、海上自衛隊音楽隊の演夷による“同期の櫻”

の悲愁なメロディーは英盟の胸裡深く響くものがあったと思う。

本件は、当直将校の年来の念願であっただけに、正に感動の極であった診

以上、元山空が当初、インドネシア閻軍司令官の許可をとって独自に建立したマ

ネンポネンポの慰霊碑は、坦畳国蓮連、 海軍第14期会、日本国海上白′街隊の三者に

よって正式に認知されたのである。
ｌ

更に添付資料の如く当慰霊碑は、平成14年ｇ月20日、日本同政府厚生労働省社

会援護局外事課宛に正式登録されて／唇る．：

平成19年7月、元山空同期生も齢85才前後となり、体力の患えを自覚し、同肝

生国内大会に諮り、20周年の今回を以て、

定した。

且 な慰霊祭は終りとする旨決

公式慰霊祭を終了するに当って最も苦慮した点は、今後のメンテナンスを如何に行

うかである。1987年、北スラウエシ州観光局長バレーラ氏、並びに実行窓口のサル

ンダヤン　ピトン市長（現北スラウエシ州知事）と、元山空責任者大之木との間に

交された契約書並びに口頭協約によれば、

ィ．土地の購入、慰霊碑の建造並びに関連設備の建設等は、元山空の負担

に於いて実行し、完成した慰霊碑全体を北スラウエシ州政府（窓口ピ

トン市）に寄付する。

ロ．完成後の碑のメンテナンスは、北スラウエシ州政府の負担と責任に於

いて行う。

ハ．慰霊碑の運用に関しては、元山空の意思によって行う。

大体、以上の如く定めたが、実状はメンテナンスについて満足すべき状態とは云

えず、毎年元山空（担当大之木）が慰霊祭で現地に臨んだ節、現地の土地の売主カ

ナウン氏、現地マネンボネンポ村の村長、メナド旅行社ｎｌＮＤＵＥＸＰＲＥＳＳ等に依

頼して、維持管理、補修を行い、その費用は元山封こ．於いて支出している状況であ

る。

従って、公式慰霊祭を取り止めた後、維持管理はどうなるか、という点は誠に憂

慮される問題である。
‘



この卿去として、下記の如く考えた。

札．北スララエシ州政府のサルンダヤン知事、スワラン副知事に熱意をも

って説明し、契約条件を想起せしめ、改めて碑のメンテナンスについ

て強く要望する。

ｂ．在マカヅサルの日本総領事後項昭氏に既にご存知ではあるが、委細再

度説明し、元山空の現地訪問無きあと、現地ピトン日本人会ともご連

絡願い、当慰票碑の維持管理について磐処方、お願いする。

Ｃ．ピトン日本人会の平野代表幹事、長崎事務局長にお願いし、現地に居

られる日本人として当慰霊碑を日本人墓地同様、面倒を見て戴くよう、

再度要請。

ｄ．現地マネンポネンポ村の村長、前村長、小学校長、地主カウナン氏、

20年前の招筍小学生児童等計8ｑ名を、7月4日メナドのホテルに於

いて感謝バー・ティーに招待、今後のご協力とご配慮を依頼する。

以上の対策を講じたわけであるが、之で充分とは云えず、小生健在の間は、プラ

イベートにお暮詣りをする予定であるが、更にこの実態をご認識の上、日本政府の

外遊宜、監監盆、厘先皇勉盆、車上旦癖隊、水産会や後世若者たち有志のご埋解と

ご支援を戴きたいと切望するものである。

現地は正に赤道直下、放置すれば数年後には、当慰霊碑は瓦礫と化すのは必然で

あり、著しそういう事態になった場合、英霊に対し誠に申訳けない仕儀となるので、

憂慮に耐えない点である。

一冬一丁



平成14年8月20日

元空戦の集し

世話人　　大之水　英　雄

（呉水交会会長）

厚生労働省　社会・援護局

外事惧　野　口　棟

インドネシア国北ス

1．重畳董

財

ラウエシ州在慰霊碑について

長

翠ネ彗金重量

車準軍飛行専修車備学生＿元山海軍戟斗横隊海軍中尉

昼皐瑳国神社費任役員

大之木　英　雄

〒737－0078　呉市平原町24－5　　℡0823－24－4668

（昼間）千737－8503　呉市中央3－8－21℡0823－26－1522

（株）六2粛77モ　（秘書　青木広美）

2．塑露碑所在地

インドネシア国、北スラウ土シ州、

ミナハサ、ピトン市地区マネンポネンポ村、タンジュン・メラ

（北スラウエシ州観光局の観光地図にＪａｐａｎｅｓｅ出ｏｎｕｍｅｎｔとして掲載されている。）

Ｔ鯛Ｊｍ垢舵咄肌脚隅Ⅲ犯，81ＴＵＮＣ，酎Ｎ仙ＳＡ，

ＮＯＲＴＥＳｌｍＡ椚鵜Ｉ，川Ⅸ憫狼は

3．慰霊碑建紋日及建設者

1987年10月15日落成。除幕式実施。元海軍第14期会元山海軍戟斗横隊この碑を建設す。

責任者　大之木英雄

4．製麓幾重

昭和17年1，月11日、碑所在地近傍のカカス高原のランゴアン飛行場に落下傘降下せし、横須

賀舗守府第一特別陸戦隊、堀内落下傘部隊、同じくピトン南方のケマ地区に敵前上磯せし、佐世

保第二特別陸戦隊の戦死者、及び陸軍第1．06飛行場大隊、第375独立歩兵大隊の戟姥・者、並

にニューギニア、ソロモン群島、ブーゲンビル、ラバウル他、南太平洋海域に於ける戦死者、又、

官



無実の罪を背負ってＢ級晰巳として処刑きれた堀内豊秋海軍大佐他、当地区に於て戦後戦犯処刑

された方々の霊を慰む。

碑面の「慰霊のことば」

（表）　　鎮　魂

風薫り　宴は流れ　梅碧き
とわ

南京のこの地　君よ　永遠に眠れ

（裏）‘1987年10月15日

元海軍第十四期飛行専修予備学生

元山戦斗枝隊建之

5．建立までの経緯

元海軍第14期元山戦斗機隊の戦友会は「元空戦の集い」という名称のもとに国内の慰覚は元よ

り、1979年より東南アジアの戦跡地に於て慰霊祭を執行することを常とした。1987年に

元山航空隊の中攻隊（元山は戦斗機隊の前は攻撃機の隊であった）が横須賀錘守府第一特別陸戦

隊のメナド落下傘降下部隊を輸送したというご線もあり、メナド地区で慰霊祭を挙行することを

決した。

責任者大之木は事前調査の為メナドに赴いたが、慰霊碑は存在せず、たまに見かける栓づくりの

墓標は概ね2年で腐敗損壊することを知り、帰国後元山航空隊の仲間とはかりトメナド地的こ元

山の手で慰霊碑を建立すると決した。

人を介し、北スラウエシ州知事に面会し、事情経緯を述べ、州政府の承認を受け粛二Ｌすることと

した。知事の命令でピトン市長　サルンダヤン氏に土地の選定、その他、趨設について便宜提供

が指示された。

責任著大之木はサルングヤン市長と共に3カ所の土地を見学し、現在地を決定し、メナド所在の

建投業者と契約し、施工せしめた。知事の承認は1987年3月、鑓投着工は1987年4月頃

であった。1987年9月、北スラウエシ州知事より突癖呼出かあり、「外国軍隊の慰霊抑ま州

知事樺限ではなく、ジャカルタのインドネシア国軍司令官の棉隈であるのでどうしたものか」と

非常に困惑した表情であった。

責任著大之木も愕然としたが、メナドより急遽ジャカルタの日本Ｃ駐在防衛官く海上白札隊）松

浦皐永一佐に電話し、周軍司令官ムルダニ陸軍大将へのロボ礼を依頼。松朴一佐はかねつ舵懇の

副官スウォンド空軍少将を通じ、国軍司令官に依頼してもらい、幸いにして2週間後正規にイン

ドネシア国軍司令官ムルダニ大将の承総を得た。

従って、当慰霊碑は国軍司令官、 並びに北スラウエシ州知事の両名によって正式に承認された日

卒軍戦役将兵甲慰霊碑である。（注：尚同じく国軍司令官に正式承稔を受けた日本軍の慰霊碑と

してイリヤンジャワのソロンに日本陸軍のつくったものかある。）

尚、1987年10月15日、元空戦の40名が除幕式、並びに第1直Ｉ慰霊祭等の為に到着した

時はムルダニ国軍司令官の命により、メナド警察署長が一行清在中警固に当ってくれた。

？．



6．恕霊碑の所有権等

1987年4月、北スラウエシ州知事（サルンダヤン・ピトン市長立会）と「元空戦の集い」世

話人大之木との間で契約を締結、署名を行った。内容下記の如し。

（1）土地の購入、並びに恕霊碑等建造物の建設費はすべて元山航空隊負担のこと。

（2）メンテナンス費用は北スラウエシ州政府が負担する。

（3）慰霊碑の実質的使用、慰霊祭等の執行その他はすべて元山航空隊の自由な意思によって行

われる。

（注）1．メンテナンスは州政府負担となっているか、支出縫費か少いカ！、或はとこかに消えて

いるか、現地の雛持管理者（マネンポネンボ村長レンコン氏、及び元の地主刀ウナン

氏）に充分波っ「．いない。その為絶えずトラブルがあり、当方へ支払方要言毒あり。契

約に違背するので問題であるが、所要額の半分位を毎年元山が負担している。

2．このような状況で毎年当方が現地に行き点検をしないと急速に慰霊碑は破損してくる

恐れがある。

7．慰霊碑の規模

（1）土地　約1，000坪（所有）

（2）門

（3）塀

（4）構内トイレ

（5）石段100段余り

（6）慰霊碑本体　（参考：写真）

8．盤墜象
（い毎年1回4月、慰霊奔ｉを行う。「元空戦の集い」主催。1987年より2002年に至ま

で16回の慰霊祭実施ずみ。

（2）現地よりピトン市長、郡長、レンコン村長、・小学校長2名、小学校児童30～70名参加。

その他地元有志が参加。

（3）1992年1月11日、醇下傘降下50周年に当り、落下傘部隊の生存者、堀内隊長の教

え子海兵78期、並びに元山軌斗桟隊員計108名碑前に於て盛大に慰霊祭を行う。

（注）毎回来賓、並びに児寅には、

ａ．文房具等の土産持参。

ｂ．慰霊祭の度毎に当方の肴付せし鯉織りが高く空に舞う。

Ｃ．現地手配者

ＰＡＮＤＵ ＥＸＰＲＥＳＳ（旅行社）

レンコン（マネンボネンポ村村長）

カウナン（元の地主）
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9．在外公館

1台87年10月、南スラウエシ州ウジュンパンダンの日本冶領事館へ宍之木以下10名表敬訪

問。メナド慰霊碑の件を報告。

10．碑の損壊度合

毎年元山の者が点検し、不良個所、撮壊個所を現地業者に指示して修理せしめているか、赤道直

下の地である為、損壊のスピードが早く、「元空奴の集い」資任者の高齢化と共に今後が憂慮さ

れる。

11．元山空の維持費

生存同期生は5～60叙　その内出席してくるのは2－30名。当初建設の時集めた資金の内、

余剰金かあり、之と国内、海外の「元空戦の集い」の行事で余った残金を基金に寄付してもらっ

て維持費にあてている。

12．将来の問題点

「元空戦の集い」の責任著大之木か健在の間は毎年4月現地を訪れ、州政府、市、村、地主等へ

の挨拶、交渉を行うので特に心配はないが、責任者も既に高相（80才）であり、余り長期のお

世話が期待できない。

契約書の約定によれば、北スラウエシ州、並びにその下部桟梢のピトン市、及びマネンポネンボ

村長が碑のメンテナンスの貴にあたることになっているが、予算も乏しく、又予算があっても中

途紛失している場合が多く、之によって碑のメンテナンスか充分に行われるとは到底期待できな

い。

責任者の知人、身内で後事を託せないかとも検討してみたが、資金と心の両面に於て朋待しかた

い。

ついては、今後の維持管理は日本政府（厚生労働省）に於てご担当戴けないかと切噸すろ次第で

ある。

維持管理の方式としては、年に1度担当者が参拝し、その折現地関係者く市長、郡長、村長、小

学校長、旧地主）にご挨拶を行い、村長立会の下で現地の実際管理実行者（現在は地主カウナン

氏。将来はカウナン串のご子息かよからん）に年間維持費担当分く日本円2～3万円）を支給す

ればよろしいかと思考。

尚、メナドに於て北スラウエシ州知事考畢敬訪問し、マネンポネンポの稗について感謝とお願い

をして戴く。

参考までに、メナド市、ピトン市、ミナハサ郡一帯、マネンポネンポ村の市民、町民、村民は橋

めて親日的、且温厚なり。

又、当慰霊碑は北スラウエシ州観光局の手によって観光地図に掲載され、「Ｊａｐ弧ｅＳｅ姐ｏｎｕｍｅｎｔ」

（日本害己念碑）とされている。
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以上、宜敷お願い申し上げます。

（備考）

1．関係地図添付

2．慰霊碑写真6菓添付

3．慰霊祭式辞　慰霊の言葉添付
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ヽｌ

空からのインドネシア再訪

「空からのインドネシア再訪」と書くと非常に豪華で酒落た旅行をしている

かに感じられでしょうが、そうではありません。それならば、あの事だろうと

お気づきの方もおありだろうと思います。アメリカのＮＡＳＡが気をきかせて、

ネット上に「グーグ／レ・アース」を公開してくれたお陰で、宇宙飛行士なった

気持で短時間に無料で世界のどこでも、好きな所へ飛んで行けるようになりま

した。これを利用しての話しなのです。

私の仕事が建設関係なものですから、定置型ではありません。それでかなり

インドネシア国内を動き回りました。時々、空からもと働いていた工事場所を

「視察」するのが楽しみになっています。

インドネシア西端のアチェでは、18年ほど前、市内を流れるクルンアチェ

川に「スラバヤ橋」を架ける仕事に携わりました。2004年12月に起きた「ス

マトラ沖地震」の影響が気になっていましたが、空から観察しましたところそ

の影響は何ら受けておらず十分機能しＣいるようで、ホッとしました。

その隣の北スマトラ州では、アルミ精錬施設一環工事、つまりアサハン・プ

ロジェクトに参画しました。トバ湖から流れ出るアサハン川の水を利用して地

下発電所で電気を起こし、それを100ｋｍ先の上場まで送電線で送ってアルミ

を精錬しようとするものでしたっ　世界でも珍しいメガプロジェクトと言われて

いましたし、私にとっても忘れがたい工事の一つですので、時々空から訪れる

のですが、今もって画像がボケていてどうしても詳細を見せてくれません。自

分の家でも、外に置いてある自転車まではっきり見せてくれるのに、不思議で

なりません。

ジャワ島では、観光資源となっているポロブドウール・プランバナン遺跡造

園工事に参画しました。あの石積で世界遺産になっている2つの寺院が、2006

年5月に起きた中部ジャワ地震の被害を受けていろかど思うと心が痛みます。

しかし、今出てくる画像は地震前のままで、これがかえって疑心暗鬼を引起し

遺跡被害は画像で見せられないくらい酷いのではないかと思ったりします。前

記のアサハンと同様、確誰をＬに出かけたくなります。

私が始めてインドネシアに入国したのは、東京オリンピック終了直後の1964

年11月でした。それで直ぐ東部ジャワ州のブランタス川系に建設するカランカ
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テス・ダム現場に赴任しました。この川は東部ジャワを「の」の字のように回

っているのですが、名で判るとおり雨季には荒れ狂い（プランタス）、中流ト

ルンアグン市近辺から下流を大きな湖にしてしまう悪者でした。今、空から訪

問しますと、この季節湖は大稲作地帯に変貌していました。洪水を調整すると

いうダムの機能を十二分に発揮し、地域住民に貢献しているのを見て胸に熱い

ものを感じました。

2001年、ピトンのコンテナー埠頭工事に移る前は、中部ジャワのスマラン港

で、同種工事に5年間携わってし，、ました。この地は、工業化が進みそれにつれ

て地下水を多量にくみ出すようになったことから、地盤沈下が著しくなってき

ています。急速な工業化の悪弊が出ています。画像には、マウスを当てた地点

の標高が出ますので、データは古いとは思うもののついつい標高をチェックし

てしまいます。

このあと、ピトン港では西ティモールのクパン港のコンテナ埠頭工事と兼務

になり、ピトンをねぐらとして両港の間を行き来していました（，

仕事が完了しピトンから帰国後、何度も上空から仕事をしていたコンテナ一一

埠頭を眺めているのですが、しばらくご無沙汰している間に当時無かった大き

な工場が港とジャラン・スカルノ・ハッタやＰＴセメントナサのサイロの間に出

来あがっているのに驚きました。計画があることは知っていましたが、こんな

に早く出来上がるとは思いませんでした。

クパンは空から見ますと全体に白っぽい島です。石灰質の多い土地であるこ

とが良く判ります。

目下、女優の森光子が日経新聞「私の履歴書」に連載していますが、戦争中

芸能人による慰問団に加わり、バリクパパン、マカッサル、ケンダリそしてク

パンを訪ねたとあります。あのお方、インドネシアを知っていたんだ、と思い

ましたら余計身近に感じるようになってきました。しかし、悲しい文章が続い

ていました。引用させてもらいます。昭和18年（1！）43年）クパン飛行場での

ことだそうです。

ある日、夜明けに起こされた。「お見送りしてください」

どんな作戦かず、、どこへ出撃するのかもわからない。ただ、帰りの燃料

を積んでいないんじゃないかと慰問団に人たちは話していた。
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エンジンの音がするまで、咳をしてもわかる距ど静まり返っていた。暗

闇で飛行士の顔も表情もわからい。第一、正視できなかった。

私はこっそり持ってきた小さなマスコット人形を飛行士の方のベルト

にそっとつけて差し上げた。とがめられるかと思ったら、怒られなかっ

た。一言も声をかけられない。ニュース映画のように手を振ることもな

’く、静かに深くお辞儀をしてお見送りした。

胸がつぶれる思いで、泣くというのでもなく、ただ涙が自然ににじんで

きた。

（中略）

お見送りは何度かしている。けれど後々まで思い出されるのは、あのと

きのクパンの出撃だ。

ピトンの上空に来ると、港や居住していた宿舎の他に必ず探す場所がある。

移設の終わった日本人墓地であるが、いつも上空に雲がかかり山の中腹までた

どりついて、それいじょうは見られないのが残念である。新しい画像に変わり

墓地を見出すまで、追い続けると思う。

前日本海湾コンサルタント駐在員

石野　赫
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▼

日本語のネイティブ講師
ピーナヌサンタラ大学

日本語締師　上杉祐子

2007年2月初旬、洪水で大混乱のジャカルタへ引っ越してきました。現在は西ジャカ

ルタにあるピーナヌサンタラ大学で日本語を教えています。一一つは日本へ渡航するｒｒエ

ンジニアの日本語研修で、約1年間で日本語能力試験2級程度の日本語力をつけるコー

ス。そしてもう一つは大学の文学部日本語科で中級の日本敵を教えています。北スラウ

ェシでは大学卒業時に日本語能力試験3級になっていればいい、という風潮がありまし

たが、特に日本人講師のいない大学ではジャカルタでもレベルは同様です。でも、日本

人、つまりは日本語ネイティブがいるところは、比較的日本語力が高いように思います。

ピーナヌサンタラ大学はコンピュータ専門学校から始まった大学で、文学部はまだ5年

ほどしかたっていませんが、日本人専任教員も継飢的にいます。その影響の一例とも思

えることとして、日本語弁論大会で連続入賞を果たしています。ですから、北スラウェ

シで日本語を学んでいるマナド国立大学、サムラトランギ大学へ派遣されていた日本語

請師が中断してしまったことは、とても北スラウェシの日本語教育の損失とも思えます。

－・方、私が北スラウェシで在職していたミナハサ日本語研修センターも日本語ネイティ

ブが中心となって教えている日本語学校ですが、2006年に続き、2007年も日本語弁論

大会予選を勝ち抜いて全インドネシア大会に出場することができました。

しかし、ＩＴエンジニアのコースにおいて大学で4年かかる日本語修得が1年約1000

時間でできるというのは、日本語ネイティブ講師の成果（も少しはあると思いますが、

それだけ）ではなく、研修生たちのモチベーションによるところが大きいです。インド

ネシアから日本へ行くことだけでも大変なのに、研修ビザではなく、就労ビザを取って

日本でＩＴエンジニアとして働ける機会を得られるのですから。もちろん2級レベルの日

本語というのは日本人と一緒に仕事をするには十分ではありません。渡航後も日本語を

研債することを見込んで、日本の在留許可書を取得できるのです。5月末に7人、7月末

に6人の第1期研修生が日本へ旅立ち、7月から第2期の研修が始まりました。

北スラウェシに比べて、ずっと日本人が多く、日系企業も多いジャカルタですが、日

本人日本語教師はそれほど多くありません。やはりここでもインドネシア人日本語教師

が中心となって日本語教育が行われています。約1万人も日本語ネイティブがいるにも

関わらず不思議なくらいです。そのような環境の中、ＩＴエンジニアの日本語研修を私と

同僚の2名が専任で担当し、日本語学科のほうも専任に加えて私が授業を担当している

とあって、ピーナヌサンタヲ大学は他大学と鼻なっています。それは私立大学で資金に

余裕があり、外国人である日本軍ネイティブ講師を雇えるからと－′、うことのようで、授
ｌ

業や学生との連絡、宿場提出も這ンビュータのネットワー・クを活用しているなど、大学

の設備や運営も充実しています。以上、ジャカルタからの近況です。連続した休暇には

北スラウェシに戻ることもありますので、また皆様お目にかかりましょう。
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